
③ CIQ（入管・税関）業務の改革について

＜業務の概要＞
上陸審査：本邦へのテロリスト等の⼊国・在留を防⽌するため、外国⼈の上陸申請に対し、我が国に上陸するための条件に適合するかを審査
旅具検査：外国から⼊国する旅客等が携帯して輸⼊する貨物或いは別送品について、免税の範囲を超える物品や、輸⼊禁⽌・制限されている物品の有無を検査

【課題】
○ 訪⽇外国⼈旅⾏者が急増する中、
空港における上陸審査の待ち時間
の短縮化の実現

○ ⽔際対策として、厳格な上陸審
査及び旅具検査の実施の確保

【主な⾒直しの内容】
○ 審査ブースコンシェルジュの拡充、バイオカー
ト導⼊による審査ブースでの作業時間の短縮化

○ リスクが低い外国⼈の⾃動化ゲートの対象化
○ ＰＮＲ（旅客予約記録）の電⼦的取得による効
率的なスクリーニ ングの実施

【これらの⾒直しによる効果】
○ 上陸審査ブース内での業務処理時間を最⼤
３割短縮し、最⻑審査待ち時間を短縮（⽬
標：20分以内）
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審査ブースコンシェルジュの拡充

４月

バイオカートの導入

１月

ＴＴＰ導入に向けた省令等改正作業

11月

ＴＴＰの導入

仕様書の作成 入札・業者決定 契約締結・納品、機器の配備等

外国企業を含めたＴＴＰの積極的な広報

ＴＴＰカード発行に係る機器の配備等

仕様書の作成､募集等 ４月～

11月～

１月～

PNRの電子的提出の慫慂、税関のリスク分析システムの更なる充実

※平成２８年度予算概算要求における要求事項が予算政府案に全て計上され，措置されたことを前提として策定


